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『
早
起
き
』 

作
：
ポ
チ
子 

 

彼
女 

 

「
ね
ぇ
、
起
き
て
」 

彼
氏 

 

「
ん
ー
・
・
・
」 

彼
女 

 

「
起
き
て
ー
！
」 

彼
氏 

 

「
ん
ー
・
・
・
何
・
・
・
？
」 

彼
女 

 

「
朝
で
す
よ
！
！
」 

彼
氏 

 

「
・
・
・
今
日
、
土
曜
だ
よ
・
・
・
」 

彼
女 

 

「
い
い
か
ら
、
起
き
て
！
」 

彼
氏 

 

「
も
ー
・
・
・
朝
か
ら
元
気
だ
な
ぁ
・
・
・
何
？
」 

彼
女 

 

「
散
歩
行
こ
！
」 

彼
氏 

 

「
お
や
す
み
な
さ
い
」 

彼
女 

 

「
ち
ょ
っ
と
寝
な
い
で
よ
、
起
き
て
」 

彼
氏 

 

「
土
曜
日
は
ゆ
っ
く
り
寝
る
も
ん
で
し
ょ
・
・
・
、
散
歩
な
ら
一
人

で
行
っ
て
き
て
。
」 

彼
女 

 

「
一
人
で
行
く
の
は
寂
し
い
じ
ゃ
ん
」 

彼
氏 

 

「
じ
ゃ
あ
僕
も
一
人
で
寝
る
の
寂
し
い
か
ら
、
一
緒
に
寝
よ
う
よ
・
・
・
」 

彼
女 

 

「
断
る
！
」 

彼
氏 
 

「
理
不
尽
だ
な
ぁ
。
」 

彼
女 

 

「
ほ
ら
、
散
歩
行
く
よ
。
」 
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彼
氏 

 

「
な
ん
で
、
そ
ん
な
散
歩
行
き
た
い
の
。
」 

彼
女 

 
「
休
日
の
朝
に
早
起
き
し
て
散
歩
っ
て
、
な
ん
か
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な

い
？
」 

彼
氏 

 

「
お
し
ゃ
れ
じ
ゃ
な
い
よ
、
別
に
・
・
・
。
っ
て
い
う
か
、
そ
ん
な

理
由
だ
け
で
よ
く
人
を
理
不
尽
に
起
こ
そ
う
と
で
き
る
ね
。
」 

彼
女 

 

「
絶
対
、
寝
る
よ
り
も
散
歩
の
方
が
気
持
ち
い
い
っ
て
。
」 

彼
氏 

 

「
そ
れ
に
今
日
雨
だ
よ
。
」 

彼
女 

 

「
逆
に
？
逆
に
雨
の
中
散
歩
す
る
っ
て
良
く
な
い
？
」 

彼
氏 

 

「
良
く
な
い
よ
・
・
・
。
逆
っ
て
何
。
」 

彼
女 

 

「
私
、
準
備
し
て
く
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
起
き
て
服
着
替
え
と
い

て
ね
！
」 

彼
氏 

 

「
ま
だ
行
く
っ
て
言
っ
て
な
い
ん
だ
け
ど
。
」 

彼
女 

 

「
散
歩
つ
い
で
に
ス
タ
バ
寄
っ
て
い
い
？
」 

彼
氏 

 

「
全
然
聞
い
て
な
い
し
。・
・
・
は
い
は
い
、
ス
タ
バ
ね
。
良
い
よ
。
」 

彼
女 

 

「
お
ー
し
。
ス
タ
バ
行
く
な
ら
メ
イ
ク
も
し
な
く
ち
ゃ
。
裕
太
も
パ

ジ
ャ
マ
の
ま
ま
じ
ゃ
駄
目
だ
か
ら
ね
。
」 

彼
氏 

 

「
外
行
く
ん
だ
か
ら
、
さ
す
が
に
着
替
え
る
よ
。
ほ
ら
、
早
く
準
備

し
て
」 

彼
女 
 

「
う
ん
！
あ
、
二
度
寝
し
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
！
」 

彼
氏 

 

「
し
な
い
よ
。
」 


